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二
年
継
続
事
業
と
し
て
、
昭
和
四
三
年
九
月
三
日
起
工

さ
れ
た
玉
川
第
一
小
新
校
舎
が
昭
和
四
五
年
三
月
完
成
し

ま
し
た
。

新
校
舎
は
総
事
業
費
一
億
一
千
八
百
十
八
万
九
千
円
、

鉄
筋
三
階
建
て
総
面
積
二
、
八
一

0
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
"
"

完
全
暖
房
装
置
、
衛
生
的
な
水
洗
便
所
を
備
え
普
通
教
室
＂
＂

十
二
、
特
別
教
室
五
、
特
殊
学
級
室
一
、
そ
の
他
校
長
室
園
匿

職
員
室
、
事
務
室
、

＂印
刷
室
、
保
健
室
、
配
膳
室
、
放
送
"
"

ー：一
■

■

1
-

室
、
給
食
室
、
用
務
員
室
が
あ
り
、
石
川
管
内
き
っ
て
の

I

a畠
苓
F
ざ

ぃ

rー

デ
ラ
ッ
ク
ス
校
舎
で
、
四
月
か
ら
待
望
の
新
校
舎
で
勉
強

を
始
め
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
本
工
事
施
行
に
対
し
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
し

た
地
権
者
、
各
関
係
者
、
工
事
担
当
者
に
心
よ
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

『

待望の玉川第一小

新 校 舎 完 成

四

日
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学
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（
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中
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迎
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四
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四
月
の
行
事
予
定
表
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須
釜
児
童
館
入
所
式

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

乳
幼
児
検
診（

母
子
セ
ソ
タ
ー
）

ク

（

支

所

）

交
通
対
策
協
議
会

農
業
改
良
推
進
員
総
会

土
地
改
良
区
役
員
会

米
生
産
調
整
推
進
協
議
会

生
ボ
リ
オ
ワ
ク
チ
ソ
投
与

（
母
子
セ
ン
タ
ー
）

ク

（

支

所

）

妊
婦
検
診

消
防
幹
部
会

月
例
監
査

区
長
会

第
四
回
農
業
委
員
会

狂
犬
病
予
防
注
射（

泉
地
区
）

ク

（

須

釜

地

区

）

自
作
農
協
会
総
会

国
土
調
査
地
区
説
明
会

（

中

）

ク

（

岩

法

寺

）

四
辻
部
落
健
康
相
談

春
季
大
掃
除
（
村
内
一
円
）

場



昭
和
四
十
五
年
、
玉
川

村
議
会
第
一
回
定
例
会
は

去
る
三
月
十
一
日
招
集
さ

れ
、
開
会
当
初
村
長
よ
り

昭
和
四
十
五
年
度
の
重
点

施
策
に
つ
い
て
施
政
方
針

が
述
べ
ら
れ
、
引
続
き
九

番
議
員
、
十
四
番
議
員
よ

り
、
綜
合
グ
ラ
ン
ド
の
設

I'

置
に
つ
い
て
、
稲
作
々
付

＂

転
換
に
伴
う
諸
対
策
に
つ

オ

い

て

、

昭

和

四

十

五

年

度

｝

の
予
算
措
置
と
請
願
、
陳

力

情

事

項

の

処

理

に

つ

い

て

工
場
誘
致
に
つ
い
て
、
商

工
会
に
対
す
る
予
託
金
の

キ
6

増
額
す
る
こ
と
に
つ
い
て

こ
，

等
の
、
熱
気
の
こ
も
っ
た

一
般
質
問
が
な
さ
れ
、
執

f
 行

当
局
の
所
信
を
た
ゞ
し

報

房

今

、

定

例

会

に

提

案

さ
れ
た
議
案
は
、
昭
和
四

広

十

五

年

度

玉

川

村

一

般

会

計
歳
入
、
歳
出
予
算
案
外

十
七
議
案
を
審
議
、
全
議

案
に
つ
い
て
、
原
案
可
決

し
た
。

最
後
に
陳
情
、
請
願
事

項
の
処
理
を
行
な
い
、
区

長
報
酬
増
額
に
関
す
る
件

外
四
件
を
採
択
、
今
定
例

会
に
於
い
て
新
た
に
受
理

し
た
、
南
須
釜
部
落
公
民

館
に
便
所
増
設
に
関
す
る

請
願
書
外
五
件
に
つ
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
委

員
会
に
審
査
及
び
調
査
を

付
託
し
て
、
三
月
十
七
日

昭和45年4月15日 第53号

閉
会
し
た
。
尚
、
今
回
提

出
さ
れ
た
議
案
ほ
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

一
、
玉
川
村
財
政
状
況
の

作
成
及
び
公
表
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
。

二
、
手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
。

三
、
玉
川
村
監
査
委
員
条

例
の
設
定
に
つ
い
て
。

四
、
特
別
職
の
職
員
で
非

―

常
勤
の
者
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て。

五
、
玉
川
村
消
防
団
設
置

等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
。

六
、
玉
川
村
母
子
健
康
セ

ソ
タ
ー
設
置
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
。

七
、
村
長
等
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
。

八
、
議
会
議
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
。

九
、
教
育
長
の
給
与
、
勤

務
時
間
そ
の
他
勤
務
条

件
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
。

+
、
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
。

（
以
上
、
七
、
八
、
九
、

+
、
の
四
詔
案
は
バ
ス
賃

議
会
だ
よ
り

昭
年

45
年
第

1
回
定
例
会

昭
和
四
十
五
年
度
玉
川
村
の
一
般
会
計
予
算
並
び

彗
昇
新
予
算
決
る

等
の
値
上
げ
に
伴
う
旅
費

支
給
の
改
茫
で
あ
る
。
）

+
]
、
"
村
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

6

、

十
二
、
玉
川
村
保
育
所
設

置
条
例
の
設
定
に
つ
い

。
て

十
三
、
玉
川
村
職
員
定
数

条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
。

（
保
育
所
開
設
に
伴
う
職

員
の
増
で
あ
る
。
）

十
四
、
昭
和
四
十
四
年
度

玉
川
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
七
号
）
案

今
回
の
補
正
額

二
、
三

0
五
千
円

予
算
総
額

二
―
九
、
一
八
七
千
円

十
五
、
昭
和
四
十
四
年
度

玉
川
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
案

今
回
の
補
正
額

四
、
九
六
三
千
円

予
算
総
額

五
四
、
九
―
一
千
円

十
六
、
昭
和
四
十
五
年
度

玉
川
村
一
般
会
計
予
算

案
に
つ
い
て
。

予
算
額

一
八
一
、
六

0
三
千
円

十
七
、
昭
和
四
十
五
年
度

玉
川
村
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算
案
に
つ

い
て
。

予
算
額

六
五
、
一
―
二
千
円

（
昭
和
四
十
五
年
度
の
一

般
会
計
及
び
国
保
会
計
の

予
算
内
容
は
別
に
掲
さ
い

致
し
革
す
。
）

十
八
、
道
路
路
線
の
認
定

に
つ
い
て
。

枝 田

ョ 喜

シ／

米
の
生
産
調
整
（
瞑
虹
声
）

目
標
数
量
ニ
・
ニ
0110

上
廻
る

に
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
は
去
る
三
月
十
七

日
の
第
一
回
定
例
村
議
会

に
於
て
慎
重
審
議
の
結
果

上
記
の
と
お
り
可
決
決
定

さ
れ
奉
し
た
。
総
額
に
於

て
、
前
年
対
比
六
、
九
八

八
千
円
の
減
と
な
り
、
主

た
る
事
業
は
玉
川
第
一
小

屋
体
建
設
事
業
費
二
六
、

五
五

0
千
円
。
採
石
事
業

費
六
、
四
九
四
千
円
、
保

育
所
開
設
費
六
、
四

0
0

千
円
。
其
の
他
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

沢 川田地藤野井松部藤

正文栄玲緑征照

，，，，，，，， ク 教校ク
諭長

ク クク

釜

米
生
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調

整

に

つ

表t
 

い
て
去
る
言

1

声集

二
月
一
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一寸

Ij月

五
日
玉
川
落

村

米

生

産

部

調
整
推

進

整調産

協
誠
会
を

開

催

し

て

生

部

落

別

の

米

米

生

産

調

ク

整
目
標
数
羅
を

設

定

し

、

は

、

転

作

面

積

一

、

一

八

ク

部

落

区

長

を

は

じ

め

と

す

九

ア

ー

ル

で

全

体

の

ニ

―

ク

る

米

生

産

調

整

推

進

協

議

七

、

五

と

比

較

的

転

作

面

広

校

長

会
委

員

の

御

協

力

に

よ

り

積

は

低

く

、

転

換

作

物

は

小

中

学

校

新

任

職

員

氏

名

職

名

新

任

校

農
家
の
自
主
調
整
を
願
っ
飼
料
作
物
が
主
で
そ
の
次

て

来

た

が

四

月

十

日

現

在

が

野

菜

、

葉

た

ば

こ

、

大

豆

吉

田

威

一

校

長

玉

川

一

小

目

標

数

量

を

ニ

・

ニ

％

上

等

と

な

っ

て

お

り

ま

す

。

佐

藤

ノ

ブ

子

教

諭
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辺

小

廻
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一
七
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八
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四
kg

尚

米

生

産

調

整

希
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迎

森

一

教
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釜

小
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生
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整

数

量
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査

書
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未

提

出

者

が

ま

だ

伊

好

教

諭

ク

ま

す

が

こ

の

人

渡

栄

ク

四

ま

ク

）
今
後
米
生
産
調

，若

一

卓フ

の

で

を

要

請

し

て

行
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夫

ク

ク

開

り

ま

す
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中
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中
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・職・・ 在
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和
田林

恵
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クク・ク教教/,/ /,/ 
諭頭

/,, ≪ 教校 1/ /,, 

諭長

玉ク
JI I 

~ 

小

// ク ク ク須
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3か月天候予報
(4月,..._, 6 月）

（ 概況）

今年の春は、 4月半ばころまで寒さが残り、本格的

な春の訪ずれはやや遅い見込みです。また、その後も

寒暖の変動が大きく、特に4月下旬から 5月前半にか

けて晩霜（おそじも）のおそれがあります。梅雨（つ

ゅ）は 5月末ころに、，一時はしりもようの天候が現わ

れ、 6月後半になって活発化する見込みです。

（気温）

4月 前半は低混の日が多く、後半は寒暖の変動が

大きい見込みで特に下旬ころには一時冷え込みの強い

日があり晩霜のおそれがあります。月平均では平年並

みか、やや低い見込みです。、

:s月 前半は引き続き寒暖の変動が大きく、山間部

では晩霜のおそれがありますが、後半は比較的温曖な

日が多い見込みです。

6月 中旬までは一時低湿な時期もありますが、が

いじて高温な日が多く、下旬には低温が目立つでしょ

う。'-'

た ま か わ 第53号
----. ．．． 

-

五
月
か
ら
旧
玉
川
第
一

小
学
校
の
校
舎
を
利
用
し

そ

、
本
村
で
は
初
め
て
の

保
育
所
を
開
設
す
る
こ
と

に
な
り
そ
の
準
備
を
す
す

め
て
お
り
ま
す
。

す
べ
て
こ
ど
も
た
ち
が

餌
る
＜
、
健
や
か
に
育
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
こ
い
ね

が
っ
て

い
る
こ
と
で
す
が

近
年
の
生
活
様
式
は
、
夫

婦
共
か
せ
ぎ
、
家
族
構
成

の
少
数
化
等
に
よ
り
、
こ

ど
も
の
養
育
上
、
遣
憾
な

が
ら
思
は
し
く
な
い
現
実

と
な
っ
て
来
て
い
る
の
で

す
。

（降水量）
：・ビ4月．、 前半は弱い冬型の気圧配置が現われ、低気圧

は北海道東方で発達しやすいので、一時季節はずれの

降雪があるかも知れません。しかし、後半は移動性高

気圧に希ぉわれやすくなり、天気は週期的に変化する

てしょう o 月の総量は、全般に平年並みかやや少ない
'-.,  ,., 一`

見込みです。

; 5月 了， 前半は移動性高気圧におおわれ、晴天の日も

あかますがやや北に偏って通りやすいので、くもりの

日が目立つかも知れません。後半は高圧帯におおわれ

やすいので全般に晴天にめぐまれますが月末ころ、中

通りでは曇天が現われやすい見込みですo 月の総量は

全般に乎年並みかやや多い見込みです。

・:; 6月 中旬ころまでは梅雨前線は南に下が り、梅雨

活動はやや不活発ですが、下旬ころから前線が活発化

し、曇雨天の日が多くなる見込みです。月の総醤は中

通りでは平年並みかやや多くなるでしょう。

保
育
所
に
な
る
旧

玉
川
一
小
校
舎
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一
保
育
所
の
開
設
に
つ
い
て
一
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こ
の
よ
う
な
問
題
解
決

の
た
め
に
、
大
切
な
お
子

さ
ん
た
ち
を
あ
ず
か
っ
て

一
日
め
ん
ど
う
を
見
る
、
｝

保
育
所
の
制
度
が
あ
る
訳

で
、
国
と
し
て
も
そ
の
費

用
を
負
担
し
て
運
営
に
つ

い
て
、
財
政
的
援
助
を
し

て
い
ま
す
。

対
象
児
は
小
学
校
入
学

前
の
こ
ど
も
で
、
年
令
の

刷
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

定
数
が
六
十
名
で
運
営
す

る
の
で
、
希
望
者
全
部
を

入
所
さ
せ
る
と
い
う
訳
に

は
参
り
ま
せ
ん
の
で
、
夫

婦
共
か
せ
ぎ
の
家
庭
で
こ

45

年
度
国
士
調
査
事
業

中
、
岩
法
寺
、
竜
崎
地
区
実
施

す
。
そ
の
他
所
長
、
給
食

係
、
用
務
員
と
で
そ
れ
ぞ

れ
の
仕
事
を
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

何
分
学
校
入
学
前
の
幼

児
を
あ
づ
か
る
施
設
な
の

で
、
朝
夕
の
往
き
帰
り
の

心
配
、
用
便
の
問
題
等
容

易
で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
入
所
が
決
定
次

第
、
保
護
者
の
方
々
と
充

分
話
し
合
う
必
要
が
あ
り

そ
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
入
所

希
望
者
は
送
迎
の
で
き
る

よ
う
な
方
法
を
考
え
て
い

た
だ
く
と
か
、
用
便
は
一

人
で
で
き
る
よ
う
な
し
つ

け
を
し
て
お
い

て
い
た
だ

く
と
か
、
用
便
が
教
え
ら

れ
る
よ
う
な
心
が
け
が
必

要
に
な
ろ
う
か
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
保
護

者
の
方
々
が
役
場
住
民
課

に
相
談
さ
れ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

入
所
申
請
書
は
役
場
に

あ
り
ま
す
か
ら
希
望
さ
れ

る
方
は
申
出
て
下
さ
い
。

ド
、
テ
レ
ビ
、
玩
具
、
教

具
に
よ
り
遊
び
を
と
お
し

て
共
同
生
活
に
と
け
こ
む

よ
う
な
し
つ
け
を
教
え
、

三
才
以
下
の
こ
ど
も
に
は

ど
も
の
面
国
を
見
る
者
が

昼
食
、
お
や
つ
の
給
食
、

無
い
と
か
、
年
寄
り
が
い

三
才
以
上
の
こ
ど
も
は
、

て
も
病
気
な
ど
で
こ
ど
も

主
食
を
除
く
お
か
づ
と
お

の
監
詭
が
で
き
な
い
等
の

や
つ
の
給
食
を
す
る
こ
と

理
由
に
よ
り
い
わ
ゆ
る
保

に
な
り
ま
す
。

育
に
欠
け
る
こ
ど
も
と
い

保
育
料
は
そ
の
家
庭
の

う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

所
得
税
、
村
民
税
、
固
定

す
の
で
、
地
域
の
児
童
委

員
（
民
生
委
員
が
兼
ね
て
資
産
税
の
額
に
よ
り
ま
す

い
る
）
の
方
々
の
意
見
を
が
、
村
民
税
非
課
税
世
帯

き
い
た
上
で
、
入
所
を
決
は
免
除
さ
れ
、
そ
の
他
は

定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ぃ
最
低
千
二
百
五
十
円
か
ら

ま
す
の
で
、
予
め
ご
承
知
五
千
円
程
度
ま
で
七
段
階

下
さ
る
よ
う
願
い
ま
す
。
に
な
っ
て
お
り
、
三
才
以

保
育
の
内
容
は
幼
稚
園
上
、
三
オ
未
滴
で
も
違
っ

と

違

っ

て

、

教

育

を

主

と

て

い

ま

す

。

国

土

調

査

法

は

昭

和

二

高

度

化

に

資

す

る

と

と

も

す
る
施
設
で
は
あ
り
ま
せ
職
員
は
資
格
を
有
す
る
十
六
年
六
月
一
日
法
律
第
に
あ
わ
せ
て
地
籍
の
明
確

ん
の
で
、
主
と
し
て
歌
や
保
母
が
四
人
で
保
育
を
担
一
八

0
号
を
以
っ
て
成
立
化
を
図
る
た
め
、
国
土
の

遊
戯
と
自
由
遊
び
の
外
、
当
し
、
こ
ど
も
た
ち
の
画
さ
れ
、
国
土
の
開
発
及
び
実
態
を
科
学
的
且
つ
総
合

紙
芝
居
、
幻
灯
、
レ
コ
ー
倒
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
保
全
並
び
に
そ
の
利
用
の
的
に
調
査
す
る
こ
と
を
目

l
I
I、い
｀
●
｀

Z
•
I
I
i、
い
‘
い
、
い
内
・
軋
｀
料
・
岱
川
川
・

N
小
い
、
I
I
i
$
｀
~
、
い
、

I
I
i
.ぃ
＄
ぃ
、
I
I
i
.い
・
い
山
・
い
．
軋
｀
帆
・
い
．

l
I
t．
い
・
柑
出
川
＂
、
料
・
り
ぃ
川
恩
料
爪
軋
・
腿
｀
~
、
い
出
川
閑
料
、

I
I
i

.. 、い`い`い

lii{
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
村
に
お
い
て
も

国
土
調
査
の
地
籍
調
査
事

業
が
、
昭
和
四
十
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
こ
と
は

御
承
知
の
こ
と
4

存
じ
ま

ず
。
地
籍
調
査
事
業
と
は

一
筆
の
土
地
に
つ
い
て
、

そ
の
所
有
者
、
地
番
及
び

地
目
の
調
査
並
び
に
境
界

及
び
地
稽
に
関
す
る
測
量

を
行
い
そ
の
結
果
を
地
図

及
び
簿
冊
に
作
成
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。
土
地
の

記
載
が
現
地
と
合
致
さ
れ

た
発
録
が
正
確
に
行
な
わ

れ
登
記
に
公
信
力
的
性
能

が
生
じ
ま
す
と
初
め
て
公

示
制
度
の
目
的
が
完
了
さ

れ
ま
す
。

本
事
業
は
二
年
継
続
事

業
で
あ
っ
て
初
年
度
は
一

筆
調
査
と
一
筆
測
量
を
行

い
、
二
年
目
は
面
積
計
算

と
地
籍
図
簿
の
作
成
と
な

り
ま
す
か
ら
御
含
み
お
き

願
い
ま
す
。

尚
四
十
五
年
度
一
筆
調

査
実
施
地
域
の
土
地
所
有

者
は
七
月
ま
で
に
山
林
、

原
野
等
の
境
界
刈
り
（
巾

一
メ
ー
ト
ル
位
）
を
必
ず

実
施
し
て
下
さ
る
よ
う
特

に
御
願
い
致
し
苓
す
。

45
年
度
地
籍
調
査
事

業
実
施
予
定
地
区

日
一
筆
調
査
か
ら
一
筆
測

量
ま
で
の
地
域

岩
法
寺
区
竹
ノ
内
、
中

ノ
町
、
上
竹
、
竹
ノ
花

方
丈
、
新
屋
敷
、
湯
神

前
、
宮
ノ
前
、
関
根
、

蕨
岡
の
一
部

中
区
向
、
後
、
入
山
、

前
作
田
、
後
作
田
、
下

谷
地
、
高
畔
の
一
部
、

屋
敷
前
の
一
部
、
山
根

の
一
部
（
農
業
構
造
改

善
実
施
地
域
は
除
き
ま

す）

口
面
積
計
算
及
び
地
積
図

簿
作
成
地
域

竜
崎
区
糀
屋
＞
前
谷
地

舘
ケ
崎
、
下
川
田
、
島

廻
、
板
橋
、
五
反
畑
、

小
川
原
、
上
川
田
、
畑

合
、
岡
谷
地
、
四
斗
蒔

神
ノ
前
、
”
八
斗
蒔
、
金

堀
、
上
代
、
上
境
沢
、

下
境
沢
、
上
古
辺
田
、

下
古
辺
田
、
原
作
田
、
松

ヶ
作
、
古
川
、
馬
場
作
田

滝
山
、
志
駄
、
前
林
、
和

久
、
東
後
山
、
中
後
山

大
日
向
、
蕨
岡
の
一
部

岩
法
寺
区
下
竹
ノ
内
、

上
代
、
高
野
、
和
久
、

道
祝
、
柳
作
、
蕨
岡
の

一
部

去
る
四
月
十
六
日
玉
川

村
助
産
所
に
入
所
さ
れ
た

方
が
異
状
分
娩
に
よ
り
医

療
機
関
に
入
院
し
た
が
出

血
多
量
に
よ
り
輸
血
を
し

な
け
れ
ば
生
命
も
あ
ぶ
な

い
と
の
こ
と
で
心
配
し
て

い
た
が
玉
川
村
役
場
職
員

が
積
極
的
に
献
血
を
し
た

と
こ
ろ
容
態
も
良
く
な
り

関
係
者
よ
り
感
謝
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

麟
贔
善
意
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須
釜

ク北
須
釜

吉 クク小クク川部

高 辺落

出
生
児
氏
名
＇
世
帯
主
名
続

小

針

和

彦

由

孫

矢

部

万

美

子

正

ク

三

瓶

さ

と

み

ク

溝

井

強

ク

宗

形

樽

ク

矢

吹

恵

美

子

ク

ク

草

野

浩

美

大

竹

富

恵

二

女

宗

形

美

津

子

孫

の

二

女

塩

沢

正

男

四

男

草

野

和

子

孫

佐

藤

熊

寿

II

石

森

美

知

夫

，

グ

松

山

三

紀

子

ク

為
金正四 央二房勝彦
次郎＝之
郎ー一 司玉助義七

の
区
長
さ
ん
が

決
ま
り
ま
し
た
。
一
年
間

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す

。

公
9
は
区
長
、

0
は

区
長
代
理
）

川

辺①

田

子

国

夫

小蒜
00 〇① 〇

沢井

白溝高溝柳生田

子

又

四

郎

明

敏 三

18 14 
日日

井沼

永峰

一次

認
日

菊マ
サ

次ョ

昭
和

45
年
度
部
落
区
長
紹
介

本

柄

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
ざ
い
ま
す

(
-
―
一
月
分
の

よ
う
と

す
る
と
き
は
、
車
が
止

ま
る
の
を
確
か
め
て
か

の
青
に
な
る
ま
で
待
っ

て
か
ら
渡
り
ま
し
ょ
う

玉
川
村

交
通
対
策
協
議
会

23
日
小
学
校
卒
業
式

26
日

教

育

委

員

会
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や
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す

る

妻

の

文

机
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ク北
須
釜

吉

ぷ
ノ

し
て
下
さ
い
。

④
舗
道
の
あ
る
と
こ
ろ
で

は
舗
道
を
、
な
い
と
こ

ろ
で
は
右
側
を
一
列
に

な
っ
て
歩
き
ま
し
ょ
う

④
道
路
は
人
や
車
の
通
る

と
こ
ろ
で
す
。
道
路
で

は
遊
ば
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

④
子
供
の
交
通
事
故
で
最

と
も
多
い
の
が
、
車
の

す
ぐ
前
や
、
す
ぐ
後
の

横
断
で
す
。
危
険
で
す

か
ら
や
め
ま
し
ょ
う
。

④
近
く
に
横
断
歩
道
や
、

歩
道
橋
が
あ
る
と
こ
ろ

で
は
か
な
ら
ず
こ
こ
を

渡
り
ま
し
ょ
う
。
一
番

安
全
で
す
。

1
 

一
こ
逝
去
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

（
三
月
分
の
死
亡
届
書
か
ら
）
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④
信
号
が
す
で
摩
青
に
な

っ
て
い
る
と
き
は
、
次

辺落空
巣
に
ご
注
意
を
ク

春
の
防
犯
運
動

四
月
十
六
日
よ
り
三
十
日
ま
で

外
出
の
多
い
春
は
、
空

巣
ね
ら
い
の
シ
ー
ズ
ソ
で

す
。
カ
ギ
は
―
つ
の
戸
に

―
つ
が
普
通
で
す
が
、
目

だ
た
な
い
と
こ
ろ
に
も
う

―
つ
つ
け
て
置
く
と
、
空

巣
が
は
い
り
に
く
い
そ
う

で
す
。
一
日
中
家
を
あ
け

，
 

た
り
旅
行
し
た
り
す
る
と

き
は
ご
近
所
に
頼
み
注
意

し
て
見
て
も
ら
う
よ
う
に

頼
ん
で
お
ぎ
ま
し
ょ
う
。

先
月
の
日
誌
よ
り
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2
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国
保
運
営
委
員
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一
回
定
例
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